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Ｑ
　
支
援
の
方
法
は
。

Ａ�

　
在
宅
で
の
医
療
・
介
護
対

象
者
を
中
心
に
、
メ
ー
ル
な

ど
を
利
用
し
、
支
援
者
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
ケ
ア
を
お
こ
な

う
。

Ｑ
　
対
象
者
数
は
。

Ａ
　
在
宅
の
６
５
４
人
。

Ｑ�

　
個
人
情
報
は
洩
れ
な
い
か
。

Ａ�

　
厚
労
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
よ
る
厳
し
い
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
を
も
っ
て
管
理
。

　（
全
員
賛
成
で
可
決
）

定
あ
例
ら
会
ま
の
し

３月

在
宅
医
療
・

　
　
介
護
が
充
実

　
平
成
28
年
４
月
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
を
導
入
し
、

医
療
・
介
護
関
係
者
間
の
情
報

を
共
有
し
た
支
援
事
業
が
開
始

さ
れ
る
。

Ｑ�

　
支
援
体
制
が
２
年
前
倒
し

の
理
由
は
。

Ａ�

　
岡
崎
市
医
師
会
か
ら
の
提

起
に
よ
る
。

在宅医療・福祉総合ネットワーク図

３　　
月
定
例
会
は
、
３
月
２

　
　
日
か
ら
28
日
ま
で
の
27

日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
平
成
28
年
度
の
９
会
計
の
当

初
予
算
を
は
じ
め
、
平
成
27
年

度
の
最
終
補
正
予
算
、
行
政
不

服
審
査
会
条
例
の
制
定
、
介
護

保
険
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
31

件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
議
員
提
出
議
案
の
「
地
方
法

人
課
税
の
見
直
し
に
つ
い
て
必

要
な
対
策
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
」
は
全
会
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
予
算
は
、
予
算

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
慎
重

審
議
の
結
果
、
す
べ
て
可
決
し

ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
７
人
の
議

員
が
町
政
全
般
の
問
題
を
た
だ

し
ま
し
た
。

介
護
保
険
条
例

の
一
部
改
正

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
下
、

２
月
に
は
人
口
が
４
万
人

を
超
え
、
更
な
る
子
育
て

環
境
の
充
実
し
た
ま
ち
の

実
現
に
む
け
て
幸
田
小
学

校
の
校
舎
増
築
、
児
童
ク

ラ
ブ
増
設
、
認
定
こ
ど
も

園
の
新
設
補
助
、
新
規
児

童
館
建
設
準
備
な
ど
各
種

事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
幸
田
町
が
自
立

し
て
い
く
た
め
に
企
業
誘

致
、
行
政
改
革
、
他
の
自

治
体
と
の
広
域
連
携
を
進

め
て
健
全
な
財
政
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
社
会
経
済
情
勢
は
、
各

種
政
策
に
よ
り
、
景
気
は

緩
や
か
な
回
復
に
向
か
う

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
海
外
の
景
気
が
減

速
し
、
国
内
景
気
が
下
押

さ
れ
る
リ
ス
ク
が
懸
念
さ

れ
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、

法
人
住
民
税
の
一
部
国
税

化
の
影
響
な
ど
か
ら
、
町

税
全
体
で
は
、
前
年
度
に

対
し
減
収
を
見
込
み
ま
し

た
。 町

長
施
政
方
針

医師 歯科医師 医師
薬剤師 看護師

看護師 ケアマネジャー
ケアマネジャー 介護福祉士

社会福祉士民生委員

保健師

看護師MSW

Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入

一
般
質
問

平
成
28
年
度
当
初
予
算

予
算
審
議

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

追
跡

住
民
の
声
を
聞
く

３
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し
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歳
入
（
主
な
も
の
）

前
期
高
齢
者
交
付
金

　
９
７
２
４
万
５
０
０
０
円

歳
出
（
主
な
も
の
）

一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
事
業

９
０
０
０
万
円

Ｑ�　

基
金
残
高
は
。

Ａ�　

１
億
１
１
０
０
万
円
程
度

と
な
る
。

Ｑ�

　
国
か
ら
の
保
険
者
支
援
金

を
負
担
軽
減
に
充
て
る
考
え

は
。

Ａ�

　
国
保
の
安
定
財
源
に
使
う
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

電
算
シ
ス
テ
ム
強
靱
性
対
応

４
４
０
０
万
円

臨
時
福
祉
給
付
金
事
業

１
億
３
４
５
万
１
０
０
０
円

Ｑ�

　
財
政
調
整
基
金
の
年
度
末

残
高
は
。

Ａ�

　
26
億
５
８
７
万
円
。

Ｑ�

　
臨
時
福
祉
給
付
金
の
事
業

内
容
は
。

Ａ�

　
所
得
の
少
な
い
非
課
税
世

帯
で
、
65
歳
以
上
を
対
象
に

３
万
円
給
付
。

Ｑ�

　
次
世
代
産
業
創
出
事
業
の

歳
入
（
主
な
も
の
）

地
方
消
費
税
交
付
金

９
０
０
０
万
円

地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
（
国

費
）	

８
０
０
０
万
円

臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業
費

補
助
金
（
国
補
）

　
９
７
８
９
万
１
０
０
０
円

減
収
補
て
ん
債
（
借
金
）16

億
円

歳
出
（
主
な
も
の
）

次
世
代
産
業
創
出
事
業

低
温
プ
ラ
ズ
マ
機
器
開
発
な
ど

�

８
０
０
０
万
円

５
４
１
２
万

　
　
６
０
０
０
円
増
額

　
１
億
７
４
６
１
万
５
０
０
０
円
増
額

平
成
27
年
度
最
終
補
正
予
算

　

行
政
処
分
に
対
す
る
不
服
申

立
て
手
続
き
（
異
議
申
立
て
・

審
査
請
求
）
が
「
審
査
請
求
」

に
一
本
化
さ
れ
た
。

Ｑ�　

審
査
会
組
織
は
。

Ａ�　

委
員
５
人
以
内
で
組
織
し
、

公
平
性
向
上
と
使
い
易
す
さ

を
は
か
る
も
の
。

Ｑ�

　
不
服
審
査
の
公
正
判
断
は
。

Ａ�

　
弁
明
・
反
論
の
双
方
の
意

見
を
審
議
し
、
正
し
い
判
断

を
く
だ
す
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

地
方
公
務
員
法
な
ど
の
改
正

で
、
職
員
の
等
級
別
基
準
職
務

表
を
定
め
、
勤
勉
手
当
は
人
事

評
価
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

Ｑ　

条
例
化
の
目
的
は
。

Ａ�　

能
力
・
業
績
評
価
に
よ
り
、

人
材
育
成
を
主
眼
と
す
る
。

Ｑ
　
評
価
の
公
平
性
は
。

Ａ�

　
評
価
者
は
研
修
・
調
整
会

議
で
、
職
員
に
は
面
談
・
業

務
シ
ー
ト
な
ど
で
確
保
す
る
。

（
反
対
１
、
賛
成
14
で
可
決
）

　
町
民
会
館
食
堂
、
町
民
プ
ー

ル
食
堂
と
売
店
を
指
定
管
理
者

の
一
元
管
理
と
す
る
。

Ｑ�

　
対
象
施
設
の
使
用
料
は
。

Ａ�

　
平
成
26
年
度
決
算
で
は
、

１
７
２
万
８
０
０
０
円
。

Ｑ�

　
女
性
サ
ロ
ン
の
管
理
は
。

Ａ�

　
従
来
ど
お
り
で
、
今
後
検

討
す
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　
道
路
整
備
な
ど
に
伴
い
新
た

に
４
路
線
を
認
定
し
、
３
路
線

を
廃
止
す
る
。

Ｑ
　
３
月
議
会
一
括
認
定
・
廃

止
の
時
期
は
適
切
か
。

Ａ
　
現
場
な
ど
の
状
況
を
踏
ま

え
検
討
す
る
。

（
反
対
１
、
賛
成
14
で
可
決
）

管理一元化される町民会館食堂

低温プラズマ研究のチョウザメ
（豊根村）

職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
改
正

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計

行
政
財
産
目
的
外

使
用
料
条
例
の
改
正

町
道
路
線
の

認
定
・
廃
止

行
政
不
服
審
査
会

条
例
を
制
定

一
般
会
計

議
案
審
議

繰
越
明
許
費
８
０
０
０
万
円

の
取
り
組
み
は
。

Ａ�

　
町
・
地
域
の
活
性
化
を
促

す
も
の
で
、
低
温
プ
ラ
ズ
マ

機
械
を
製
造
活
用
し
、
産
業

と
し
て
の
実
証
に
５
０
０
０

　�

万
円
、
抗
酸
化
い
ち
ご
の
販

売
戦
略
策
定
業
務
に
３
０
０

　�

０
万
円
で
、
も
の
づ
く
り
の

町
へ
の
先
駆
的
取
り
組
み
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

一
般
質
問

平
成
28
年
度
当
初
予
算

予
算
審
議

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
会
報
告
会

住
民
の
声
を
聞
く

３
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し
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過去2番目の大型予算
　
新
年
度
予
算
の
自
主
財
源
は
歳
入
総
額
の
77
％
を
占
め
て
お
り
、

国
か
ら
の
地
方
交
付
税
を
受
け
な
い
「
不
交
付
団
体
」
の
見
込
み
。

平
成
28
年
度
予
算
の
規
模
は
一
般
会
計
と
７
つ

の
特
別
会
計
な
ら
び
に
水
道
事
業
会
計
合
わ

せ
て
、
総
額
２
３
２
億
６
１
５
０
万
円
と
な
り
、

前
年
度
に
対
し
７
億
４
７
１
７
万
円
、
３
・
３
％

増
と
な
っ
た
。

一
般
会
計
予
算
は
、
総
額
１
４
２
億
６
０
０
０

万
円
、
前
年
度
に
対
し
４
億
７
０
０
０
万
円
、

３
・
４
％
増
と
な
っ
た
。

町
税
の
総
額
は
82
億
６
１
５
６
万
円
で
、
前
年

度
比
２
億
１
７
１
０
万
円
減
額
と
な
っ
た
。

個
人
町
民
税
は
納
税
義
務
者
の
増
加
な
ど
で
、
前

年
度
比
１
億
２
１
０
０
万
円
の
増
額
に
。
法
人
町

民
税
は
、
税
制
改
正
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
前
年

度
比
３
億
８
５
０
０
万
円
の
減
額
と
な
っ
た
。

国
庫
支
出
金
は
、
認
定
こ
ど
も
園
施
設
整
備
交

付
金
、
学
校
施
設
整
備
費
な
ど
12
億
９
５
２

６
万
円
、
前
年
度
比
23
・
６
％
増
と
な
っ
た
。

借
金
に
当
た
る
町
債
は
、
幸
田
小
学
校
の
校
舎

増
築
・
市
場
公
民
館
整
備
事
業
な
ど
に
、
総

額
２
億
９
０
０
０
万
円
、
前
年
度
比
70
・
６
％
増

と
な
っ
た
。
歳
出
に
見
合
う
財
源
を
確
保
す
る
た

め
財
政
調
整
基
金
・
教
育
施
設
整
備
基
金
か
ら
、

総
額
13
億
６
７
６
６
万
円
を
繰
り
入
れ
た
。

歳
出
の
主
な
事
業
は
、
幸
田
小
学
校
の
校
舎
増

築
、
認
定
こ
ど
も
園
施
設
整
備
補
助
、
新
規

児
童
館
建
設
準
備
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
、
永
野
公
園
整
備
な
ど
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は
、
保
険
者
支
援

分
５
２
０
０
万
円
を
盛
り
込
み
、
平
成
30
年

広
域
化
に
向
け
た
安
定
財
源
と
し
た
。

子
育
て
・
教
育
施
設
へ
の

　
　
　

重
点
予
算

　

社
会
基
盤
と
子
育
て
環
境
の
整
備
と
し
て
、
幸

田
小
学
校
の
生
徒
増
加
に
よ
る
校
舎
増
築
事
業
を

は
じ
め
、
認
定
こ
ど
も
園
施
設
整
備
支
援
、
こ
ど

も
医
療
費
無
料
化
扶
助
の
継
続
な
ど
の
配
慮
が
な

さ
れ
、
財
政
維
持
と
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
の
配
慮
が
あ
る
。

　

職
員
一
丸
体
制
で
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
取
り
組
み

を
期
待
。

伊
與
田 

伸
吾 

議
員

賛
成

討 論

会　計　区　分 予算額 前年度比（％） 採決の状況
一般会計 142 億 6000 万円 3.4 反対 2：賛成 13 で可決

特別会計

土地取得 2280 万円 0.0 全員賛成で可決
国民健康保険 37 億 9369 万円 2.8 反対 2：賛成 13 で可決
後期高齢者医療 3 億 6357 万円 16.7 反対 2：賛成 13 で可決
介護保険 18 億3548 万円 5.2 反対 2：賛成 13 で可決
幸田駅前土地区画整理事業 5 億   703 万円 37.1 全員賛成で可決
農業集落排水事業 3 億 7639 万円 ▲ 3.1 反対 2：賛成 13 で可決
下水道事業 7 億 4747 万円 ▲ 1.1 反対 2：賛成 13 で可決

水道事業会計
収益的支出 7 億 3399 万円 0.7 

反対 2：賛成 13 で可決
資本的支出 6 億 2108 万円 ▲ 12.8 

合　　　　　計 232 億6150 万円 3.3 

維持補修費
3億37万円

貸付金
9000万円

予備費
3000万円

積立金
8000万円

補助費等
17億1287万円

物件費
25億1299万円

普通建設事業費 
17億2358万円

災害復旧費
797万円

人件費
33億4984万円

扶助費
19億5241万円

公債費（借金返済）
8億8746万円

繰出金
16億1251万円

歳入
（入るお金）

自主財源

依存
財源

繰入金
13億6766万円

諸収入
4億9384万円

繰越金
3億円

使用料及び手数料
2億2058万円
分担金及び負担金
2億4917万円

財産収入ほか
4293万円

国庫支出金　
12億9526万円

県支出金
7億1500万円

地方消費税交付金　
7億円

町債（借金）　
2億9000万円

そのほか
1億9900万円

地方譲与税
1億2500万円

歳出
（使うお金）

義務的
経費

そのほか
の経費

投資的
経費

町税
82億6156万円
町税
82億6156万円

　〈内訳〉
　・個人町民税 25億 2100万円
　・法人町民税 9億 560万円
　・固定資産税 41億 6100万円
　・都市計画税 3億 円
　・軽自動車税  9050万円
　・たばこ税 2億 7300万円

当
初
予
算

総
額
２
３
２
億
６
１
５
０
万
円

自主財源 109億3574万円
依存財源   33億2426万円

　

町
の
歳
入
に
は
、
個
人
町
民
税
・
法
人
町
民
税
・
固
定
資
産

税
・
た
ば
こ
税
の
町
税
や
繰
入
金
な
ど
の
自
主
財
源
（
こ
の
割

合
が
高
い
ほ
ど
財
政
が
安
定
）
と
、
国
・
県
な
ど
か
ら
定
め
ら

れ
た
額
が
交
付
さ
れ
た
り
、
割
り
当
て
ら
れ
る
収
入
の
依
存
財

源
が
あ
る
。

32
年
連
続
不
交
付
団
体

未来を託す子どもたち

一般会計　予算の内容

一
般
質
問

平
成
28
年
度
当
初
予
算

予
算
審
議

３
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

追
跡

住
民
の
声
を
聞
く

平
成
28
年
度
当
初
予
算
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町税減少するも
　
義
務
的
経
費
は
、
前
年
度
比
１
９
６
０
万
円
の
減
額
。

　
投
資
的
経
費
は
５
億
５
８
５
９
万
円
の
増
額
。

町
民
目
線
避
け
て

　
　

活
字
が
独
り
歩
き

　

更
な
る
子
育
て
環
境
の
充
実
し
た
町
の
活
字
あ

っ
て
も
、
こ
ど
も
医
療
費
無
料
化
を
18
歳
ま
で
引

き
上
げ
ぬ
。

　

保
育
料
多
子
減
免
を
そ
の
子
が
卒
園
す
る
ま
で

対
象
に
。

　

給
食
費
無
料
化
が
、
な
ぜ
政
治
利
用
か
。

　

６
年
前
の
町
長
選
の
相
手
候
補
の
政
策
を
敵
愾

視
し
、
６
年
も
引
き
づ
る
陰
湿
で
ネ
ク
ラ
を
自
認
。

　

大
企
業
に
適
正
課
税
適
用
で
２
億
円
余
の
財
源

つ
く
ら
ぬ
。

伊
藤 

宗
次 

議
員

福
祉
増
進
と

　

平
和
な
ま
ち
づ
く
り
を

　

法
人
町
民
税
の
一
部
国
税
化
は
大
幅
減
収
で
あ

る
。
企
業
に
応
分
の
負
担
で
制
限
税
率
ま
で
引
上

げ
、
自
主
財
源
の
確
保
で
住
民
福
祉
の
拡
充
を
。

　

西
三
河
で
一
番
高
い
保
育
料
を
見
直
し
、
子
育

て
応
援
で
働
く
環
境
整
備
を
。

　

消
費
税
増
税
、
社
会
保
障
改
悪
で
さ
ら
に
格
差

が
拡
大
し
た
。

　

町
民
の
福
祉
増
進
と
非
核
平
和
宣
言
を
お
こ
な

い
、
平
和
な
ま
ち
づ
く
り
を
。 丸

山 

千
代
子 

議
員

反
対

反
対

討 論

各会計別の当初予算と採決状況 （▲は減）
会　計　区　分 予算額 前年度比（％） 採決の状況

一般会計 142 億 6000 万円 3.4 反対 2：賛成 13 で可決

特別会計

土地取得 2280 万円 0.0 全員賛成で可決
国民健康保険 37 億 9369 万円 2.8 反対 2：賛成 13 で可決
後期高齢者医療 3 億 6357 万円 16.7 反対 2：賛成 13 で可決
介護保険 18 億3548 万円 5.2 反対 2：賛成 13 で可決
幸田駅前土地区画整理事業 5 億   703 万円 37.1 全員賛成で可決
農業集落排水事業 3 億 7639 万円 ▲ 3.1 反対 2：賛成 13 で可決
下水道事業 7 億 4747 万円 ▲ 1.1 反対 2：賛成 13 で可決

水道事業会計
収益的支出 7 億 3399 万円 0.7 

反対 2：賛成 13 で可決
資本的支出 6 億 2108 万円 ▲ 12.8 

合　　　　　計 232 億6150 万円 3.3 

維持補修費
3億37万円

貸付金
9000万円

予備費
3000万円

積立金
8000万円

補助費等
17億1287万円

物件費
25億1299万円

普通建設事業費 
17億2358万円

災害復旧費
797万円

人件費
33億4984万円

扶助費
19億5241万円

公債費（借金返済）
8億8746万円

繰出金
16億1251万円

歳入
（入るお金）

自主財源

依存
財源

繰入金
13億6766万円

諸収入
4億9384万円

繰越金
3億円

使用料及び手数料
2億2058万円
分担金及び負担金
2億4917万円

財産収入ほか
4293万円

国庫支出金　
12億9526万円

県支出金
7億1500万円

地方消費税交付金　
7億円

町債（借金）　
2億9000万円

そのほか
1億9900万円

地方譲与税
1億2500万円

歳出
（使うお金）

義務的
経費

そのほか
の経費

投資的
経費

町税
82億6156万円
町税
82億6156万円

　〈内訳〉
　・個人町民税 25億 2100万円
　・法人町民税 9億 560万円
　・固定資産税 41億 6100万円
　・都市計画税 3億 円
　・軽自動車税  9050万円
　・たばこ税 2億 7300万円

平成28年度
当初予算

一般会計 142億6000万円を可決
義務的経費 61億8971万円
投資的経費 17億3155万円

　

歳
出
を
性
質
別
経
費
に
応
じ
て
分
類
す
る
と
人
件
費
、
扶
助

費
、
公
債
費
な
ど
経
常
的
に
歳
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
任
意
に

削
減
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
義
務
的
経
費
（
こ
の
割
合
が
小
さ

い
ほ
ど
財
政
に
ゆ
と
り
が
あ
る
）
と
、
普
通
建
設
事
業
や
災
害

復
旧
な
ど
の
投
資
的
経
費
が
あ
る
。

一般会計　予算の内容

一
般
質
問

平
成
28
年
度
当
初
予
算

予
算
審
議

３
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
会
報
告
会

住
民
の
声
を
聞
く

平
成
28
年
度
当
初
予
算
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２
日
間
に
わ
た
り
集
中
審
議

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

Ｑ�　

現
台
数
、
計
画
と
効
果
は
。

Ａ�　

１
１
５
台
。
平
成
28
年
度

は
５
台
を
予
定
。
自
転
車
盗

難
が
半
減
。

防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
D
化

Ｑ�　

設
置
状
況
は
。

Ａ�　

３
９
０
９
基
の
す
べ
て
を

切
替
済
。
平
成
28
年
度
は
55

基
を
見
込
ん
で
い
る
。

認
定
こ
ど
も
園
支
援
事
業

Ｑ�　

新
設
の
計
画
は
。

Ａ�　
六
栗
地
区
で
用
地
購
入
し
、

平
成
29
年
４
月
に
開
園
予
定
。

Ｑ�　

新
制
度
に
移
行
す
る
幼
稚

園
は
ど
こ
か
。

Ａ�　
あ
け
ぼ
の
第
２
幼
稚
園
が

平
成
28
年
度
か
ら
移
行
。

給
食
用
食
器
の
変
更

Ｑ�　

ど
う
変
わ
る
の
か
。

Ａ�　
軽
量
で
割
れ
な
い
安
全
な

Ｐ
Ｅ
Ｎ
樹
脂
に
変
更
し
、
小

学
校
で
先
行
導
入
。

新
規
児
童
館
建
設
準
備

Ｑ�　

ど
の
地
区
に
計
画
か
。

予
算
特
別
委
員
会

Q

A
＆

安
全
・
安
心

教
育
・
子
育
て

充実したまちに

防犯カメラ設置
265万円

LED防犯灯設置
192万円

老人福祉センター
エレベーター設置

1375万円

新規新規

消防団車輌更新
2084万円　　　

第２分団車庫兼詰所建設
3315万円　　　

新規新規

新規新規

ロタ任意予防接種
289万円 　

人間ドック・住民健診
1億 1737万円 　

新規新規

新規新規 防災備蓄倉庫（北部中学校）
596万円

予算審議

注目事業

一
般
質
問

平
成
28
年
度
当
初
予
算

予
算
審
議

３
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

追
跡

住
民
の
声
を
聞
く

予
算
審
議
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Ａ�　
豊
坂
学
区
内
で
用
地
購
入

し
、
平
成
30
年
度
開
設
予
定
。

深
溝
第
２
児
童
ク
ラ
ブ
準
備

Ｑ�　

開
設
は
い
つ
か
ら
か
。

Ａ�　
平
成
29
年
度
か
ら
。
６
年

生
ま
で
の
受
け
入
れ
を
計
画
。

障
が
い
児
通
所
給
付
費

Ｑ�　

大
幅
な
増
加
の
要
因
は
。

Ａ�　
放
課
後
支
援
デ
ィ
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
者
が
倍
増
。

健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

Ｑ�　

参
加
対
象
者
と
優
待
カ
ー

ド
の
利
用
事
業
所
は
。

Ａ�　
20
歳
以
上
で
町
内
在
住
者
。

県
内
の
登
録
事
業
所
で
あ
れ

ば
カ
ー
ド
が
利
用
で
き
る
。

鳥
獣
害
対
策
事
業

Ｑ�　

被
害
状
況
と
対
策
は
。

Ａ�　
平
成
26
年
度
に
農
作
物
２

４
７
０
万
円
。
イ
ノ
シ
シ
対

策
で
７
・
７
㎞
の
柵
を
設
置

済
み
。
今
後
２
年
間
継
続
。

民
間
木
造
住
宅
除
却
費
補
助
金

Ｑ�　

１
８
０
万
円
の
事
業
内
容
。

Ａ�　

１
件
30
万
円
で
６
戸
分
を

見
込
ん
で
い
る
。

深
溝
松
平
家
墓
所
保
存
整
備

Ｑ�　

８
７
４
万
円
の
内
容
は
。

Ａ�　
土
塀
の
整
備
。
看
板
・
ベ

ン
チ
の
設
置
な
ど
。

健
康
・
福
祉

く
ら
し
・
文
化

子育て環境の
人
口
４
万
人
達
成

平
成
28
年
２
月
４
日

幸田小学校校舎増築
5億 7600万円

新規新規

コンビニ納税
97万円

新規新規

認定こども園給付費あけぼの第２
7993万円　　　　

認定こども園新設（六栗地区）
2億 3231万円　　　　

新規新規

新規新規

島原市友好交流事業
420万円

ふるさと寄附事業
1330万円

　新年度廃止され
る事業

・�相見地区土地区
画整理事業�

（解散認可したた
め）

・�中学生の海外派
遣�

（安全確保が難し
いから）

一
般
質
問

平
成
28
年
度
当
初
予
算

予
算
審
議

３
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
会
報
告
会

住
民
の
声
を
聞
く

予
算
審
議
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国
に
も
の
申
す

地
方
法
人
課
税
見
直
し
の
意
見
書
の
提
出

　
法
人
町
民
税
の
一
部
国
税
化

は
、
２
０
１
６
年
度
税
制
改
正

の
影
響
で
、
大
幅
減
収
と
な
る

こ
と
が
愛
知
県
の
試
算
で
明
ら

か
に
な
っ
た
。

　
平
成
29
年
度
の
消
費
税
10
％

引
き
上
げ
に
合
わ
せ
、
法
人
町

民
税
を
現
行
９
・
７
％
か
ら
６

％
に
引
き
下
げ
る
方
針
で
、
地

方
消
費
税
交
付
金
収
入
の
差
し

引
き
で
４
億
６
０
０
万
円
の
減

収
見
込
み
で
あ
る
。

　
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
多
大
な
影

響
を
及
ぼ
す
恐
れ
も
あ
り
、
国

に
対
し
て
対
策
を
求
め
る
意
見

書
を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

議
員
提
出
議
案

長嶺地区工業団地

写

平
成
28
年
度
当
初
予
算

予
算
審
議

３
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

追
跡

住
民
の
声
を
聞
く

議
員
提
出
議
案
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町
政
を
問
う

質
問
者
、
答
弁
者
そ
れ
ぞ
れ
30
分
以
内
の
制
限
時
間
。

　
議
会
だ
よ
り
で
は
、
質
問
と
答
弁
を
要
約
し
て
い
ま
す
。

質問者 件　　名 頁

中根　久治
１ 三ケ根山をどう評価するか
２ 防災訓練災害補償掛け金の評価

10

志賀　恒男
１ 自動走行実験の次のステップは
２ 給食アレルギーの対応と工夫は

11

丸山千代子
１ 法人町民税 8.4％で財源確保
２ 人口増対応の公共施設計画を

12

鈴木　雅史
１ 私的林道整備に補助金を
２ 町道・林道の整備は

13

大嶽　　弘
１ 幸田駅前広場基本計画の展望は
２ 老人福祉政策の変化は

14

水野千代子
１ 「男女共同参画条例」の制定を
２ 事業主行動計画の公表はいつ

15

伊藤　宗次
１ 町長が町民を選別してどうする
２ 障害者移動支援に利用者の声を

16

一 般 質 問 事 項

一般質問
「ここが聞きたい　これを言いたい」

７
議
員
が
登
壇

一般質問は、議員の日常活動と調査・研究、
町民の声や自身の考え方をもとに、町長や
教育長などの方針を問うものです。

ズバリ
直言平

成
28
年
度
当
初
予
算

予
算
審
議

３
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
会
報
告
会

住
民
の
声
を
聞
く

一
般
質
問
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一 般 質 問

　

自
主
防
災
組
織
は
町
内
最
大

級
の
民
間
住
民
組
織
で
あ
る
。

自
主
防
災
会
育
成
の
意
欲
を
問

う
。

	

問	

訓
練
中
の
け
が
に
掛
け
金

が
１
年
で
１
円
の
保
険
に
対

す
る
評
価
は
。

	

答	

消
防
長

安
全
な
補
償
制

度
で
あ
る
。

	

問	

避
難
し
た
人
だ
け
が
参
加

者
か
。

	

答	

総
務
部
長

在
宅
で
の
行

動
訓
練
も
参
加
者
と
し
て
報

告
を
考
え
て
い
る
。

	

問	

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
と

組
織
は
。

	

答	

地
域
の
中
心
的
な
役
割
を

果
た
し
て
ほ
し
い
。
組
織
化

は
し
て
い
な
い
。

	

問	

国
民
保
護
計
画
に
お
け
る

自
主
防
災
組
織
の
役
割
は
。

	

答	

安
全
性
の
確
保
、
適
切
な

情
報
提
供
な
ど
の
協
力
を
要

請
す
る
こ
と
が
あ
る
。

	

問	

国
民
保
護
措
置
に
お
け
る

防
災
訓
練
は
災
害
基
本
法
の

訓
練
と
み
な
さ
れ
る
か
。

	

答	

訓
練
は
特
に
分
け
て
お
こ

な
う
必
要
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。

	

問	

愛
知
県
国
民
保
護
計
画
に

よ
る
避
難
施
設
が
少
な
い
の

は
な
ぜ
か
。
避
難
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
あ
る
か
。

	

答	

県
は
人
口
や
災
害
備
蓄
倉

庫
を
設
置
し
て
い
る
避
難
所

を
指
定
。
追
加
指
定
を
県
と

調
整
す
る
。
今
後
検
討
す
る
。

中根 久治 議員

三
ケ
根
山
を
ど
う
評
価
す
る
か

問

重
要
な
ス
ポ
ッ
ト
と
考
え
て
い
る

答

　
三
ケ
根
駅
は
、
平
成
29
年
３

月
で
50
周
年
と
な
る
。
駅
と
三

ケ
根
山
の
評
価
を
問
う
。

	

問	
町
と
し
て
三
ケ
根
山
を
ど

う
評
価
す
る
か
。

	

答	

環
境
経
済
部
長

重
要
な

ス
ポ
ッ
ト
と
考
え
て
い
る
。

	

問	

三
ケ
根
山
ハ
イ
キ
ン
グ
を

中
心
と
し
た
Ｊ
Ｒ
さ
わ
や
か

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
誘
致
は
。

	

答	

継
続
開
催
で
き
る
よ
う
、

Ｊ
Ｒ
東
海
に
働
き
か
け
て
い

く
。

	

問	

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に
屋

外
便
所
の
設
置
を
。

	

答	

２
時
間
程
度
で
登
頂
で
き

る
た
め
、
設
置
す
る
計
画
は

な
い
。

	

問	

殉
国
七
士
廟
参
道
の
碑
の

設
置
の
い
き
さ
つ
は
。

	

答	

所
有
者
は
、
一
般
社
団
法

人
殉
国
七
士
奉
賛
会
。
三
ケ

根
開
駅
に
合
わ
せ
て
設
置
さ

れ
た
。

	

問	

西
尾
市
観
光
協
会
の
看
板

が
駐
輪
場
を
目
隠
し
し
、
自

転
車
盗
を
誘
発
し
て
い
る
。

対
策
は
。

	

答	

駐
輪
場
に
は
平
成
27
年
度
、

防
犯
カ
メ
ラ
を
２
基
設
置
し

た
。

　�

　
三
ケ
根
駅
西
口
の
再
整
備

の
時
に
は
新
た
に
検
討
す
る
。

	
問	
三
ケ
根
山
と
三
ケ
根
駅
に

対
す
る
町
長
の
所
見
は
。

	

答	

町
長

駅
開
設
50
周
年
で

あ
り
、
し
っ
か
り
協
力
し
て

い
く
。

問 防災訓練災害補
償掛け金の評価

答 安全な補償制度で
ある

三ケ根山ハイキングコースで健康づくり

平
成
28
年
度
当
初
予
算

予
算
審
議

３
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

追
跡

住
民
の
声
を
聞
く

一
般
質
問
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一 般 質 問
	

問	

町
が
選
ば
れ
た
理
由
は
。

	

答	

名
古
屋
大
学
大
学
院
の
情

報
科
学
研
究
科
准
教
授
の
紹

介
。

	

問	

交
通
事
故
が
心
配
。
警
察

と
の
協
議
は
。

	

答	

町
独
自
の
意
見
を
出
し
、

事
業
を
す
す
め
た
い
。

	

問	

安
全
の
た
め
に
、
自
動
走

行
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
必
要

で
は
。

	

答	

現
在
、
県
と
名
古
屋
大
学

大
学
院
で
調
整
を
し
て
い
る
。

	

問	

３
次
元
地
図
デ
ー
タ
の
、

今
後
の
活
用
計
画
は
。

	

答	

効
率
よ
く
安
全
に
運
動
や

散
歩
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
づ

く
り
。

	

問	

実
証
実
験
が
、
一
過
性
で

終
る
こ
と
を
危
惧
。
次
の
ス

テ
ッ
プ
に
つ
な
が
る
働
き
か

け
を
。

	

答	

今
後
も
継
続
し
要
望
し
て

い
く
。

献
立
を
問
う
。

	

問	

食
材
の
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー

ジ
や
食
料
自
給
率
を
考
慮
し

て
、
献
立
の
作
成
を
。

	

答	

教
育
部
長

地
場
産
物
の

活
用
に
努
め
て
い
く
。

	

問	

食
材
の
調
達
ル
ー
ト
や
仕

組
み
は
。

	

答	

学
校
給
食
会
が
献
立
作
成

委
員
会
で
作
成
し
た
献
立
に

基
づ
い
て
、
登
録
さ
れ
た
納

入
業
者
か
ら
購
入
す
る
。

	

問	

献
立
表
に
、
そ
の
日
の
食

材
の
産
地
の
記
載
、
公
表
を
。

	

答	

毎
月
の
献
立
表
の
裏
面
に

主
な
野
菜
の
産
地
欄
を
設
け

て
い
る
。

	

問	

蒲
郡
市
は
、
原
則
週
５
日

の
米
飯
給
食
を
実
施
中
。
町

の
考
え
は
。

	

答	

教
育
長

現
在
は
、
こ
の

ま
ま
が
良
い
と
思
っ
て
い
る
。

	

問	

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
と
認
定

さ
れ
て
い
る
子
ど
も
の
数
は
。

	

答	

教
育
部
長

小
学
校
で
80

人
、
中
学
校
で
33
人
。

	

問	

そ
の
対
応
と
工
夫
は
。

	

答	

弁
当
を
お
願
い
し
て
い
る
。

本
人
に
よ
る
除
去
や
プ
リ
ン

を
フ
ル
ー
ツ
ゼ
リ
ー
に
す
る

な
ど
。

　
名
古
屋
大
学
が
、
３
次
元
地

図
デ
ー
タ
を
使
っ
て
、
車
の
自

動
走
行
の
実
証
実
験
を
す
る
。

	

問	

町
で
実
験
す
る
こ
と
に
な

っ
た
経
緯
は
。

	

答	

企
業
立
地
監

愛
知
県
全

域
が
特
区
の
指
定
を
受
け
た
。

志賀 恒男 議員

自動走行実験の次のステップは

今後も継続し要望していく

問

答

　
子
育
て
世
代
の
お
母
さ
ん
か
ら
、

蒲
郡
市
の
学
校
給
食
は
す
す
ん
で

い
る
と
言
わ
れ
た
。
町
の
給
食
・

問 給食アレルギーの
対応と工夫は

答 プリンをゼリーに
変更など

町内全域を走る3次元地図データ収集車

平
成
28
年
度
当
初
予
算

予
算
審
議

３
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
会
報
告
会

住
民
の
声
を
聞
く

一
般
質
問
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一 般 質 問

担
の
軽
減
や
平
準
化
と
と
も

に
公
共
施
設
の
最
適
な
配
置

を
実
現
す
る
こ
と
。

	

問	

委
託
先
は
。

	

答	

株
式
会
社
オ
オ
バ
名
古
屋

支
店
。

	

問	

公
共
施
設
の
数
は
。

	

答	

学
校
や
子
育
て
を
始
め
と

す
る
１
７
８
施
設
、
４
５
５

棟
の
建
物
と
道
路
・
橋
梁
・

上
下
水
道
な
ど
を
含
む
。

	

問	

国
は
、
今
後
の
老
朽
化
対

策
は
公
共
施
設
管
理
計
画
に

基
づ
く
と
し
た
が
、
統
廃
合

で
は
な
く
人
口
増
に
対
応
す

る
計
画
を
。

	

答	

将
来
を
見
透
し
た
総
量
抑

制
を
図
る
中
で
、
基
本
的
な

方
針
は
計
画
の
中
で
立
て
て

い
く
。

	

問	

住
民
の
声
の
反
映
と
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
は
。

	

答	

調
整
が
主
体
の
計
画
で
あ

り
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

の
予
定
は
な
い
。

　
国
は
、
全
国
的
な
公
共
施
設

の
老
朽
化
や
、
人
口
減
少
な
ど

に
よ
る
利
用
需
要
の
変
化
に
対

応
す
る
必
要
が
あ
る
と
「
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
の
実

施
を
求
め
た
。

　
町
は
平
成
27
年
度
に
、
８
０

０
万
円
の
委
託
料
を
計
上
し
た
。

	

問	

策
定
の
目
的
と
考
え
方
は
。

	

答	

総
務
部
長

公
共
施
設
な

ど
の
全
体
状
況
を
把
握
し
、

長
期
的
な
視
点
を
持
ち
、
更

新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
な

ど
計
画
的
に
お
こ
な
い
、
負

　
国
の
平
成
28
年
度
税
制
改
革

大
綱
は
、
平
成
29
年
度
に
消
費

税
10
％
引
き
上
げ
に
合
わ
せ
、

法
人
町
民
税
を
現
行
９
・
７
％

か
ら
６
％
に
引
き
下
げ
る
。
法

人
町
民
税
収
入
が
多
い
自
治
体

は
大
幅
減
収
と
な
る
こ
と
が
県

の
試
算
で
判
明
し
た
。

　
法
人
町
民
税
は
、
町
独
自
で

決
め
る
税
率
で
あ
り
、
制
限
税

率
の
８
・
４
％
に
引
き
上
げ
自

主
財
源
確
保
を
問
う
。

	

問	

県
試
算
の
４
億
６
０
０
万

円
の
説
明
を
。

	

答	

総
務
部
長

法
人
町
民
税

の
一
部
国
税
化
に
よ
る
減
収

額
10
億
２
０
０
万
円
か
ら
、

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
消

　
費
税
交
付
金
４
億
７
４
０
０

　
万
円
と
法
人
事
業
税
交
付
金

１
億
２
２
０
０
万
円
を
差
引

い
た
額
。

	

問	

８
・
４
％
に
引
き
上
げ
た

時
と
比
較
を
。

	

答	

当
初
予
算
８
億
１
３
０
０

　
万
円
を
最
高
税
率
の
14
・
７

　
％
の
試
算
で
は
10
億
１
４
０

　
０
万
円
と
な
り
、
約
２
億
円

の
増
収
と
な
る
。

	

問	

全
国
や
県
内
の
税
率
把
握

は
。

	

答	

全
国
１
７
１
８
団
体
中
、

９
６
６
団
体
が
超
過
課
税
し
、

県
内
54
団
体
中
、
10
団
体
が

丸山 千代子 議員

法
人
町
民
税
８・４
％
で
財
源
確
保

問

社
会
情
勢
を
把
握
し
よ
く
検
討

答

12
・
１
％
、
４
団
体
が
11
・

１
％
か
ら
11
・
９
％
の
税
率

を
採
用
し
て
い
る
。

	

問	

課
税
自
主
権
を
発
揮
し
、

８
・
４
％
に
。

	

答	

町
長

社
会
情
勢
を
把
握

し
、
よ
く
検
討
す
る
。

問 人口増対応の
公共施設計画を

答 基本的な方針は
計画の中で

整備の考えはない

改修が待たれる幸田児童館

平
成
28
年
度
当
初
予
算

予
算
審
議

３
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

追
跡

住
民
の
声
を
聞
く

一
般
質
問
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一 般 質 問
	

問	

こ
の
里
山
の
個
人
所
有
面

積
を
問
う
。

	

答	

環
境
経
済
部
長

幸
田
町

の
森
林
面
積
が
２
４
４
４
ha

で
、
私
有
地
が
２
３
４
３
ha
。

全
体
の
95
・
８
％
。

	

問	

町
の
認
定
し
て
い
る
林
道

の
数
・
総
延
長
距
離
は
。

	

答	

京
ヶ
峰
線
初
め
24
路
線
、

総
延
長
３
万
９
５
３
m
。

	

問	

現
在
里
山
は
荒
廃
が
す
す

ん
で
い
る
。
こ
の
原
因
の
１

つ
が
林
道
の
荒
廃
に
あ
り
、

こ
の
私
的
林
道
整
備
に
補
助

金
の
考
え
が
あ
る
か
問
う
。

	

答	

整
備
の
考
え
は
な
い
。
受

益
者
で
管
理
・
整
備
を
お
願

い
す
る
。

鈴木 雅史 議員

い
状
況
を
問
う
。

	

問	

林
道
須
美
南
山
１
号
線
の

整
備
の
着
手
時
期
は
い
つ
か
。

　
未
整
備
の
距
離
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
を
問
う
。

	

答	

環
境
経
済
部
長

昭
和
25

年
着
手
。

　
残
り
は
約
２
５
８
m
。

	

問	

今
後
の
整
備
予
定
は
。

	

答	

林
道
線
形
計
画
調
査
業
務

を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
新
た

な
ル
ー
ト
を
検
討
中
。

	

問	

町
道
野
場
１
号
線
の
用
地

取
得
時
期
を
。

	

答	

建
設
部
長

平
成
８
年
４

月
１
日
の
換
地
処
分
で
、
約

３
５
０
m
分
。
平
成
７
年
か

ら
９
年
ま
で
実
施
。

	

問	

計
画
路
線
の
う
ち
、
未
買

収
の
筆
数
・
面
積
を
問
う
。

	

答	

８
筆
。
１
５
９
０
㎡
。

	

問	

今
後
の
整
備
の
計
画
を
問

う
。

	

答	

一
部
線
形
変
更
に
取
り
組

み
な
が
ら
、
用
地
買
収
の
協

力
を
求
め
る
。

０
m
以
下
で
、
１
０
０
ha
以
上

の
面
積
が
あ
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
里
山
を
問
う
。

　
本
町
は
山
林
面
積
が
43
％
を

占
め
て
お
り
、
全
て
里
山
に
該

当
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
里
山
の
定
義
は
、
標
高
３
０

　
町
道
・
林
道
の
中
に
は
、
長

年
整
備
が
遅
れ
て
い
る
道
路
が

あ
る
。
こ
の
整
備
さ
れ
て
い
な

問 町道・林道の整備
は

答 新たなルートを検
討中

私的林道整備に補助金を

整備の考えはない

問

答

新たなルート検討中の須美南山１号線

平
成
28
年
度
当
初
予
算

予
算
審
議

３
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
会
報
告
会

住
民
の
声
を
聞
く

一
般
質
問
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ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
医
者
の

情
報
交
換
な
ど
。

	

問	

地
方
創
生
事
業
「
幸
田
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
の
取
り
組
み
Ｐ

Ｒ
は
。

	

答	

企
業
立
地
監

広
報
や
Ｈ

Ｐ
で
周
知
。

	

問	

埼
玉
県
和
光
市
で
は
、
理

研
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ

ラ
ザ
と
連
携
し
、
起
業
家
支

援
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

本
町
の
新
た
な
取
り
組
み
は
。

	

答	

「
幸
田
も
の
づ
く
り
研
究

セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
。
新
産

業
創
生
や
人
材
育
成
を
す
す

め
て
い
る
。

	

問	

近
隣
市
と
の
広
域
連
携
は
。

	

答	

町
長

岡
崎
市
の
ご
み
処

理
場
、
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ

ー
、
藤
田
保
健
衛
生
大
学
病

院
、
新
斎
場
な
ど
。

　

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ

　
　

情
報
通
信
技
術

　

高
齢
化
対
応
と
新
産
業
育
成

策
を
問
う
。

	

問	

人
口
が
増
加
す
る
中
で
、

今
後
の
老
人
福
祉
政
策
の
考

え
方
は
。

	

答	

健
康
福
祉
部
長

高
齢
者

が
生
き
生
き
と
活
躍
で
き
る

社
会
の
実
現
を
始
め
、
７
つ

の
基
本
目
標
が
あ
る
。

	

問	

福
祉
事
業
の
内
容
変
化
は
。

	

答	

Ｉ

※

Ｃ
Ｔ
の
活
用
で
、
医
療

や
介
護
の
連
携
で
情
報
・
指

示
を
ネ
ッ
ト
上
で
お
こ
な
う
。

　

例
え
ば
、
介
護
支
援
す
る
ケ

く
り
こ
そ
、
幸
田
町
が
合
併

し
な
い
で
、
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
つ
く
っ
て
い
け

る
。

	

問	

個
別
事
業
の
見
直
し
は
。

	

答	

農
業
の
新
た
な
創
生
な
ど

新
し
い
力
を
取
り
入
れ
る
。

	

問	

町
内
各
地
区
に
応
じ
た
意

見
の
収
集
、
政
策
実
行
は
。

	

答	

６
学
区
の
生
の
声
を
直
接

聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
、

行
政
に
反
映
し
て
い
き
た
い
。

	

問	

幸
田
駅
前
広
場
基
本
計
画

の
具
体
的
な
建
設
目
標
年
度
、

事
業
費
、
駅
の
橋
上
化
な
ど

の
将
来
見
通
し
は
。

	

答	

建
設
部
長

自
由
通
路
と

駅
橋
上
化
で
、
東
西
３
つ
の

広
場
を
連
結
。
事
業
費
な
ど
、

方
向
性
を
示
し
た
い
。

	

問	
幸
田
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
レ
ク

チ
ャ
ー
ズ
開
催
に
よ
る
企
業

進
出
話
は
。

	

答	

企
業
立
地
監

年
３
回
開

催
し
、
12
件
の
相
談
あ
り
。

う
ち
２
件
が
現
在
協
議
中
。

理
念
の
中
間
評
価
は
。

	

答	

町
長

人
口
４
万
人
を
超

え
た
中
、
町
民
が
安
定
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
、
そ
の

た
め
の
人
づ
く
り
、
も
の
づ

　

大
須
賀
町
政
２
期
目
の
政
策

な
ど
を
問
う
。

	

問	
町
長
２
期
目
の
マ
ニ
ュ
フ

ェ
ス
ト
で
あ
る
職
員
の
能
力

向
上
、
新
産
業
創
設
の
基
本

一 般 質 問

大嶽 弘 議員

幸
田
駅
前
広
場
基
本
計
画
の
展
望
は

問

３
つ
の
広
場
を
自
由
通
路
で
結
ぶ

答

問 老人福祉政策の
変化は

答 ICT 活用で医療・
介護の連携

開発が期待される幸田駅西広場

平
成
28
年
度
当
初
予
算

予
算
審
議

３
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

追
跡

住
民
の
声
を
聞
く

一
般
質
問
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策
定
の
現
況
は
。

	

答	

企
画
部
長

平
成
27
年
度

中
に
策
定
す
る
。
平
成
28
年

４
月
１
日
か
ら
３
年
の
計
画

期
間
。

	

問	

女
性
の
活
躍
状
況
を
把
握

し
、
改
善
す
べ
き
内
容
な
ど

示
す
計
画
で
あ
る
が
、
そ
の

主
な
項
目
は
。

	

答	

職
員
の
平
均
し
た
勤
続
勤

務
年
数
の
男
女
の
差
が
大
き

く
、
正
規
の
勤
務
時
間
を
超

え
た
勤
務
が
多
い
。
管
理
職

に
女
性
職
員
の
割
合
が
少
な

い
な
ど
改
善
す
べ
き
課
題
を

策
定
の
中
で
す
す
め
る
。

	

問	

今
回
初
め
て
、
「
特
定
事

業
主
行
動
計
画
」
が
公
表
と

な
る
。
い
つ
か
ら
、
ど
の
よ

う
に
す
す
め
る
か
。

	

答	

平
成
28
年
度
か
ら
Ｈ
Ｐ
な

ど
で
公
表
し
、
職
員
に
も
周

知
す
る
。

　
　

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（
計
画
・
実
施
・

評
価
・
改
善
）
に
よ
り
、
状

況
に
応
じ
て
見
直
し
て
い
く
。

に
努
め
る
。

	

問	

「
男
女
共
同
参
画
条
例
」

の
制
定
を
。

	

答	

平
成
30
年
度
末
に
次
期
の

プ
ラ
ン
を
策
定
予
定
で
、
そ

の
時
に
条
例
制
定
を
予
定
。

	

問	

オ
リ
ジ
ナ
ル
父
子
手
帳
の

作
成
を
。

	

答	

愛
知
県
の
「
子
育
て
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
お
父
さ
ん
ダ
イ
ス

キ
」
を
紹
介
し
、
当
面
は
考

え
て
い
な
い
。

	

問	

町
民
会
館
・
図
書
館
な
ど

の
男
性
ト
イ
レ
に
ベ
ビ
ー
ベ

ッ
ド
の
設
置
を
。

	

答	

検
討
し
て
い
く
。

　

平
成
27
年
８
月
28
日
、
女
性

活
躍
推
進
法
が
成
立
。
同
９
月

25
日
、
基
本
方
針
が
閣
議
決
定
。

	

問	

女
性
の
活
躍
推
進
に
向
け

た
「
特
定
事
業
主
行
動
計
画
」

　
　

町
の
主
幹
以
上
は
53
人
で

う
ち
女
性
は
５
人
。
９
・
４

％
。

	

問	

男
性
職
員
の
育
児
休
業
取

得
は
。
制
度
の
周
知
や
育
休

が
取
り
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
。

	

答	

育
児
休
業
対
象
者
は
６
人

で
、
１
人
が
取
得
。

　
　

取
得
し
や
す
い
雰
囲
気
の

醸
成
と
職
場
復
帰
支
援
で
、

非
常
勤
、
代
替
要
員
の
確
保

　

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

に
基
づ
く
、
第
４
次
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
が
平
成
27
年
12

月
25
日
閣
議
決
定
し
た
こ
と
か

ら
以
下
を
問
う
。

	

問	

国
の
女
性
管
理
職
の
登
用

率
と
成
果
目
標
。

　
　

本
町
の
登
用
率
は
。

	

答	

企
画
部
長

平
成
27
年
４

月
１
日
現
在
３
・
５
％
。
課

長
相
当
職
を
15
％
と
定
め
て

い
る
。

一 般 質 問

水野 千代子 議員

問 事業主行動計画
の公表はいつ

答 平成28年度ホー
ムページで公表

「男女共同参画条例」の制定を

平成30年度に条例制定を予定

問

答

副知事を迎え熱心に受講

平
成
28
年
度
当
初
予
算

予
算
審
議

３
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
会
報
告
会

住
民
の
声
を
聞
く

一
般
質
問
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る
割
合
は
把
握
し
て
い
な
い
。

	

問	

事
業
者
数
と
所
在
地
は
。

	

答	

町
内
は
社
会
福
祉
協
議
会

１
社
、
岡
崎
市
11
社
、
西
尾

市
２
社
、
安
城
市
１
社
、
蒲

郡
市
２
社
、
豊
川
市
１
社
。

	

問	

原
則
は
、
自
宅
か
ら
自
宅

だ
が
、
原
則
に
縛
ら
れ
ぬ
対

応
を
。

	

答	

認
定
書
を
作
成
す
る
時
に
、

サ
ー
ビ
ス
の
運
用
な
ど
十
分

に
説
明
す
る
。

	

問	

対
象
者
と
家
族
の
心
情
は

「
お
願
い
す
る
」
の
感
情
を

汲
み
取
っ
た
契
約
内
容
に
な

っ
て
い
る
か
。

	

答	

意
見
交
換
を
図
り
、
利
用

し
や
す
い
形
で
す
す
め
る
。

	

問	

移
動
支
援
事
業
に
町
独
自

メ
ニ
ュ
ー
を
。

	

答	

サ
ー
ビ
ス
は
自
宅
か
ら
自

宅
が
原
則
。

	

問	

移
動
支
援
事
業
を
わ
か
り

や
す
く
周
知
を
。

	

答	

今
以
上
に
図
っ
て
い
く
。

	

問	

対
象
者
、
家
族
な
ど
に
ア

ン
ケ
ー
ト
実
施
し
、
意
見
、

提
案
な
ど
の
把
握
を
。

	

答	

考
え
は
な
い
。

	

問	

障
害
者
移
動
支
援
事
業
要

綱
の
「
原
則
」
と
は
。

	

答	

健
康
福
祉
部
長

自
宅
を

出
て
自
宅
に
戻
る
ま
で
を
移

動
支
援
す
る
。

	

問	

原
則
に
縛
ら
れ
ず
、
対
象

者
、
家
族
の
意
向
に
沿
う
考

え
は
。

	

答	

特
例
と
し
て
、
保
護
者
の

利
便
性
を
考
慮
し
勤
め
先
で

の
送
迎
も
認
め
て
い
る
。

	

問	

対
象
者
と
事
業
者
と
の
契

約
内
容
の
把
握
は
。

	

答	

自
宅
以
外
で
利
用
し
て
い

懇
談
会
で
町
長
の
意
に
反
す

る
意
見
な
ど
を
無
視
す
る
は

町
長
が
、
町
民
を
選
別
す
る

も
の
だ
。

	

答	

参
加
者
は
後
援
会
だ
け
で

は
な
い
。

	

問	

財
政
健
全
化
で
年
度
末
16

　
億
円
借
金
は
、
財
政
規
律
無

視
と
豹
変
し
た
。

	

答	

税
収
が
減
と
な
る
こ
と
か

ら
減
収
補
て
ん
債
を
借
り
る
。

	

問	

町
民
が
町
長
選
ぶ
は
当
然

だ
が
、
町
長
後
援
会
の
行
政

	
問	

施
政
方
針
は
活
字
が
独
り

歩
き
す
る
が
。

	

答	
町
長

何
を
お
こ
な
う
か

と
い
う
事
が
活
字
と
な
っ
て

い
る
。

	

問	

更
な
る
子
育
て
支
援
は
従

来
の
延
長
線
だ
。

	

答	

小
学
校
・
中
学
校
の
増
築
、

児
童
館
の
増
設
な
ど
、
子
育

て
環
境
の
充
実
を
し
て
い
く
。

	

問	

子
ど
も
医
療
費
無
料
化
を

18
歳
ま
で
引
き
上
げ
を
。

	

答	

一
度
実
証
を
し
っ
か
り
し

て
検
討
す
る
。

	

問	

学
校
給
食
費
無
料
化
を
。

	

答	

無
料
に
す
る
こ
と
が
本
当

に
よ
い
こ
と
か
。

	

問	

無
料
化
す
る
と
残
渣
が
増

え
る
実
例
は
。

	

問	

幸
田
か
ら
全
国
へ
世
界
へ

大
き
く
構
え
て
も
内
容
は
、

島
原
な
ど
町
内
外
の
イ
ベ
ン

ト
参
加
だ
。

	

答	

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
中
で
、

生
き
て
い
く
こ
と
を
述
べ
て

い
る
。

伊藤 宗次 議員

町
長
が
町
民
を
選
別
し
て
ど
う
す
る

問

参
加
者
は
後
援
会
だ
け
で
は
な
い

答

問 障害者移動支援
に利用者の声を

答 保護者の利便性
を考慮している

一 般 質 問

楽しくおいしい給食

平
成
28
年
度
当
初
予
算

予
算
審
議

３
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

追
跡

住
民
の
声
を
聞
く

一
般
質
問
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る
割
合
は
把
握
し
て
い
な
い
。

	

問	

事
業
者
数
と
所
在
地
は
。

	

答	

町
内
は
社
会
福
祉
協
議
会

１
社
、
岡
崎
市
11
社
、
西
尾

市
２
社
、
安
城
市
１
社
、
蒲

郡
市
２
社
、
豊
川
市
１
社
。

	

問	

原
則
は
、
自
宅
か
ら
自
宅

だ
が
、
原
則
に
縛
ら
れ
ぬ
対

応
を
。

	

答	

認
定
書
を
作
成
す
る
時
に
、

サ
ー
ビ
ス
の
運
用
な
ど
十
分

に
説
明
す
る
。

	

問	

対
象
者
と
家
族
の
心
情
は

「
お
願
い
す
る
」
の
感
情
を

汲
み
取
っ
た
契
約
内
容
に
な

っ
て
い
る
か
。

	

答	

意
見
交
換
を
図
り
、
利
用

し
や
す
い
形
で
す
す
め
る
。

	

問	

移
動
支
援
事
業
に
町
独
自

メ
ニ
ュ
ー
を
。

	

答	

サ
ー
ビ
ス
は
自
宅
か
ら
自

宅
が
原
則
。

	

問	

移
動
支
援
事
業
を
わ
か
り

や
す
く
周
知
を
。

	

答	

今
以
上
に
図
っ
て
い
く
。

	

問	

対
象
者
、
家
族
な
ど
に
ア

ン
ケ
ー
ト
実
施
し
、
意
見
、

提
案
な
ど
の
把
握
を
。

	

答	

考
え
は
な
い
。

平成28年3月7日の「一般質問」傍聴をされた33人の方に下記のアンケートのご協力をお願いしました。

議会への要望
・安心して子育てができる環境づくりの議論を望みます。
・先を見据えた町政の議論を強化して欲しい。など

Ｑ：議会の傍聴は何回目ですか
Ａ・初めて……………… 6人
　・3回以上…………… 13人
　・10回以上… ………… 5人

Ｑ：傍聴された印象は
Ａ・実のある答弁がない
　・おとなしい印象をうけた
　・真剣さ、緊迫感に感激した
　・議員はよく勉強をしている
　・やり取りがゆっくりでよく分る

Ｑ：傍聴の目的、きっかけは
Ａ・友人の誘いと、一度は見たかった
　・町政の勉強と議会の理解のため

Ｑ：議会・町政の情報提供として
Ａ・参考になる……………………22人
　・あまり参考にならない……… 2人
　・参考とならない……………… 0人

Ｑ：興味ある記事は（複数回答あり）
Ａ・予算、決算の記事…………… 8人
　・定例議会の審議事項………… 6人
　・議員の一般質問………………20人
　・各委員会報告………………… 5人
　・その他（発行を楽しみにしている）

Ｑ：記事の分かりやすさは
Ａ・よく分かる……………………16人
　・分からない…………………… 2人

自由意見
・目先のことにとらわれず、議員が一体となって取り組む姿勢が感じられない。
・町内のボランティアが活躍しやすい施設の建設を希望します。
・もっと多くの住民の方が、議会を傍聴に来てもらえるといいですね。など

「議会の傍聴」は 「議会だより」は

幸田町議会 生の声傍聴“記”
平
成
28
年
度
当
初
予
算

予
算
審
議

３
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
会
報
告
会

住
民
の
声
を
聞
く

傍
聴
〝
記
〟

●平成28年4月27日17 幸田町



委員会レポート

Ｑ　

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（
計
画
・
実
施
・

評
価
・
改
善
）の
取
り
組
み
は
。

Ａ　

計
画
期
間
は
２
年
間
。

　

特
定
健
康
診
査
・
指
導
を
強

化
し
、
各
種
教
室
を
開
催
。

Ｑ　

特
定
健
康
診
査
の
受
診
率

向
上
の
対
策
は
。

Ａ　

未
受
診
者
に
は
傾
向
を
調

べ
年
齢
層
に
あ
っ
た
丁
寧
な

案
内
を
し
て
い
く
。

　

平
成
28
年
７
月
開
所
予
定
の

蒲
郡
市
幸
田
町
衛
生
組
合
新
斎

場
の
使
用
料（
案
）が
示
さ
れ
た
。

Ｑ　

現
行
料
金
と
の
比
較
は
ど

う
か
。

Ａ　

料
金
は
、
従
前
よ
り
安
く

設
定
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ　

新
料
金
の
県
下
比
較
は
。

Ａ　

県
下
の
大
半
の
市
町
よ
り

安
価
と
な
る
。

　

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
生

活
習
慣
や
疾
病
構
造
が
変
化
す

る
中
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
を

策
定
し
保
健
事
業
の
実
施
・
評

価
に
取
り
組
む
。

　

町
内
の
防
犯
灯
３
９
０
９
基

を
、
平
成
27
年
度
中
に
全
て
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
。

Ｑ　

環
境
に
対
す
る
効
果
は
。

Ａ　

消
費
電
力
の
低
減
に
よ
り
、

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
約
55
％
削

減
で
き
る
。

Ｑ　

費
用
面
で
の
効
果
は
。

Ａ　

電
気
料
金
は
、
年
１
２
０

　

０
万
円
が
約
６
２
０
万
円
に

低
減
さ
れ
る
と
予
想
。

　
　

維
持
管
理
費
は
、
年
約
３

　

８
０
万
円
で
、
約
60
万
円
安

く
な
る
。

　

町
に
ふ
る
さ
と
寄
附
を
し
た

人
に
、
返
礼
品
を
送
る
制
度
を

４
月
中
に
導
入
す
る
。

Ｑ　

対
象
者
は
。

Ａ　

町
外
在
住
者
。

Ｑ　

返
礼
品
の
内
容
は
。

Ａ　

町
内
の
特
産
品
、
工
業
製

品
や
サ
ー
ビ
ス
。

Ｑ　

寄
附
の
申
し
込
み
方
法
は
。

Ａ　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
楽
天

市
場
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
裁
す

る
か
、
役
場
窓
口
へ
直
接
申

し
込
む
。

２
月
17
日　

協
議
会
開
催

ふ
る
さ
と
寄
附
制
度
の
導
入

２
月
９
日　

協
議
会
開
催

国
民
健
康
保
険

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画

新
斎
場
の
使
用
料

（
案
）
示
さ
れ
る

町内の防犯灯
3909基を全LED化

総務教育　　
常任委員会

福祉産業建設
常任委員会

LED に切り替わった防犯灯

開所間近の新斎場（とぼねセレモニーホール）

一
般
質
問

平
成
28
年
度
当
初
予
算

予
算
審
議

３
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

追
跡

住
民
の
声
を
聞
く

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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閉会中の各委員会活動状況

島
断
層
の
変
位
し
た
断
層
面
が

見
学
で
き
る
施
設
で
あ
る
。

　

防
災
教
育
に
こ
の
施
設
が
果

た
す
役
割
を
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

神
戸
市

　

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
得

た
貴
重
な
教
訓
を
世
界
共
有
の

財
産
と
し
て
後
世
に
継
承
し
、

国
内
外
の
地
震
災
害
に
よ
る
被

害
軽
減
に
貢
献
す
る
こ
と
、
生

命
の
尊
さ
、
共
生
の
大
切
さ
を

世
界
に
発
信
す
る
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
る
。

芦
屋
市

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
市
内

の
多
く
の
家
屋
が
倒
壊
、
街
の

風
景
が
一
変
し
た
。
そ
の
後
、

市
は
簡
易
耐
震
診
断
推
進
事
業

と
住
宅
耐
震
改
修
促
進
事
業
を

す
す
め
、
県
の
事
業
と
の
連
携

で
復
興
を
す
す
め
て
い
た
。

淡
路
市

　

野
島
断
層
保
存
館

　

兵
庫
県
南
部
地
震
の
中
で
震

源
に
最
も
近
い
断
層
で
あ
る
野

Ｑ　

要
配
慮
者
の
確
認
は
。

Ａ　

登
録
状
況
は
５
％
ほ
ど
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。

平
成
27
年
度
地
区
防
災
訓
練

Ｑ　

未
実
施
区
へ
の
依
頼
は
。

Ａ　

区
長
会
で
依
頼
す
る
。

Ｑ　

訓
練
に
お
け
る
反
省
点
は
。

Ａ　

回
を
重
ね
る
ご
と
に
問
題

点
を
見
つ
け
、
次
へ
の
対
策

と
し
て
い
る
。

Ｑ　

要
配
慮
者
の
安
否
確
認
は
。

Ａ　

行
政
と
地
元
が
情
報
共
有

で
き
る
よ
う
に
整
え
た
い
。

土
砂
災
害
警
戒
区
域
指
定

Ｑ　

今
後
の
指
定
予
定
は
。

Ａ　

町
に
は
４
１
４
箇
所
の
候

補
地
が
あ
り
、
５
年
間
で
基

礎
調
査
を
完
了
す
る
目
標
。

幸
田
町
地
域
防
災
計
画
の
修
正

Ｑ　

応
急
仮
設
住
宅
の
設
置
は
。

Ａ　

グ
ラ
ウ
ン
ド
や
小
学
校
の

運
動
場
と
な
る
が
臨
機
応
変

に
設
置
す
る
。

２
月
８
日　

協
議
会
開
催

２
月
２
日
・
３
日　

兵
庫
県

芦
屋
市
、
淡
路
市
、
神
戸
市

を
視
察

地
域
防
災
計
画
の

修
正
を
協
議

住宅耐震改修など先進地視察

防災・減災対策
特別委員会

六栗の土砂災害警戒指定区域

屋根付きで保存された野島断層

一
般
質
問

平
成
28
年
度
当
初
予
算

予
算
審
議

３
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

議
会
報
告
会

住
民
の
声
を
聞
く

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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奈
良
市
餅も
ち

飯い

殿ど
の

セ
ン
タ
ー
街

　

近
鉄
奈
良
駅
よ
り
徒
歩
５
分
。

　

空
き
店
舗
を
若
い
起
業
家
の

〝
卵
た
ち
〟
に
低
家
賃
で
提
供
。

新
し
い
魅
力
が
新
た
な
に
ぎ
わ

い
を
創
出
し
て
い
た
。

奈
良
県
王
寺
町
駅
前
再
開
発

　

大
型
集
合
施
設
「
リ
ー
ベ
る

王
寺
東
館
・
西
館
」
は
地
域
の

生
活
拠
点
。
両
館
を
２
階
デ
ッ

キ
で
結
び
、
駅
に
も
直
結
し
て

お
り
、
利
便
性
が
確
保
さ
れ
て

い
た
。

奈
良
県
天
理
市
本
通
商
店
街

　

駅
か
ら
天
理
教
本
部
へ
続
く

１
１
０
店
舗
。

　

空
き
店
舗
を
産
業
振
興
館
に

改
修
し
、
若
い
人
の
創
業
支
援

や
大
学
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト

開
催
。
ご
当
地
ブ
ラ
ン
ド
な
ど

の
情
報
発
信
基
点
に
す
る
。

岐
阜
県
垂
井
町
駅
前
整
備

　

駅
は
橋
上
駅
で
、
南
北
を
自

由
通
路
で
結
び
、
町
の
玄
関
と

し
て
良
く
整
備
さ
れ
て
い
た
。

滋
賀
県
多
賀
門
前
町
商
店
街

　

多
賀
大
社
の
参
拝
客
は
年
間

１
７
０
万
人
。

　

駅
か
ら
続
く
参
道
の
に
ぎ
わ

い
づ
く
り
に
「
多
賀
そ
ば
」
の

普
及
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

Ａ　

今
後
検
討
の
必
要
が
あ
る
。

Ｑ　

自
由
通
路
は
日
中
、
人
が

歩
く
場
所
に
な
る
か
。

Ａ　

間
に
商
業
施
設
や
憩
い
の

場
が
あ
り
、
緑
の
山
を
眺
め

ら
れ
る
魅
力
あ
る
計
画
に
し

た
い
。

幸
田
駅
前
土
地
区
画
整
理
事
業

　

進
捗
率
は
事
業
ベ
ー
ス
で
76

・
３
％
、
建
物
移
転
で
は
94
・

９
％
。
79
軒
の
内
、
75
軒
が
終

了
。
残
り
４
軒
は
28
年
度
の
予

定
。

　

電
線
地
中
化
工
事
は
、
全
１

８
８
・
３
m
を
完
了
。

幸
田
駅
前
広
場
等
基
本
計
画

　

駅
東
、
駅
西
、
広
田
川
西
に

交
通
広
場
を
設
け
、
自
由
通
路

で
３
つ
の
広
場
を
結
び
、
交
通

機
能
の
強
化
を
図
る
。

Ｑ　

Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
は
。

Ａ　

自
由
通
路
と
橋
上
駅
は
一

体
。
町
の
考
え
を
伝
え
た
い
。

Ｑ　

駅
東
に
駐
車
場
が
少
な
い
。

Ａ　

駅
西
に
立
体
駐
車
場
も
設

け
、
不
足
分
を
補
う
。

Ｑ　

地
上
階
を
有
効
活
用
で
き

る
広
場
に
す
る
考
え
は
。

委員会レポート

幸田・三ケ根駅前
整備特別委員会

幸田駅前広場
　基本計画示される

が
ん
ば
る
駅
前
商
店
街
を
視
察

２
月
５
日　

協
議
会
開
催

１
月
19
日
か
ら
21
日
ま
で

５
市
町
の
商
店
街
な
ど
を
視
察

電線地中化工事がすすむ幸田駅前

「リーベる王寺」で再開発の説明を受ける

一
般
質
問

平
成
28
年
度
当
初
予
算

予
算
審
議

３
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

追
跡

住
民
の
声
を
聞
く

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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・
中
学
生
へ
の
救
命
講
習
会
の

必
要
性
な
ど
を
中
心
に
講
義
。

　

平
成
28
年
２
月
１
日
、「
自

治
体
の
地
域
防
災
と
災
害
時
の

議
会
・
議
員
の
役
割
」
を
テ
ー

マ
に
、
跡
見
学
園
女
子
大
学
教

授　

鍵
屋
一
氏
を
講
師
に
議
員

研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓

・
家
が
壊
れ
る
と
火
が
出
や
す

い
の
で
、
ま
ず
火
を
消
す
。

・
重
い
タ
ン
ス
が
命
を
奪
う
な

ど
、
マ
イ
ホ
ー
ム
は
凶
器
と
な

る
。

・
要
配
慮
者
の
迅
速
な
救
助
体

制
。

・
弱
者
に
厳
し
い
避
難
所
生
活

の
実
態
。

議
会
や
議
員
の
役
割
と
し
て

・
ま
ず
、
自
分
が
被
災
し
な
い
。

・
議
員
は
、
災
害
対
策
本
部
と

被
災
者
と
の
パ
イ
プ
役
。
窓
口

を
議
長
に
一
元
化
し
、
情
報
収

集
に
努
め
、
必
要
な
支
援
を
す

る
。

・
議
会
活
動
を
中
止
し
、
地
域

で
支
援
活
動
を
す
る
。

・
視
察
者
な
ど
へ
の
対
応
や
外

部
と
の
折
衝
を
支
援
す
る
。

・
災
害
対
策
本
部
に
議
員
は
含

ま
れ
て
い
な
い
が
、
東
日
本
大

震
災
の
時
、
東
松
山
市
で
は
議

長
が
常
駐
し
た
。

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備

え
る
た
め
に
も
議
員
の
災
害
時

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
必
要
性
を

感
じ
た
。

　

幸
田
町
ひ
と
・
ま
ち
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
は
、
３
月
に

内
閣
府
に
提
出
。

　

事
業
内
容
は
、
低
温
プ
ラ
ズ

マ
技
術
に
よ
る
新
産
業
創
出
で
、

町
と
名
古
屋
大
学
、
豊
根
村
と

連
携
し
、
チ
ョ
ウ
ザ
メ
養
殖
の

研
究
が
す
す
ん
で
い
る
。

Ｑ　

本
町
で
の
農
業
分
野
へ
の

展
開
は
。

Ａ　

農
協
と
イ
チ
ゴ
農
家
と
連

携
し
、
抗
酸
化
イ
チ
ゴ
の
栽

培
に
取
り
組
む
。

Ｑ　

健
康
へ
の
安
全
性
は
。

Ａ　

遺
伝
子
組
み
替
え
で
な
く

細
胞
刺
激
で
あ
る
。
厚
労
省

も
確
認
済
み
。

　

最
近
の
状
況
が
報
告
さ
れ
た
。

①
久
保
田
凧
山
地
区

　

�　

継
続
し
て
優
良
企
業
を
探

し
て
い
く
。

②
須
美
前
山
地
区

　
　

企
業
庁
と
調
整
中
で
あ
る
。

③
須
美
東
山
地
区

　

�　

調
整
区
域
の
地
区
計
画
を

す
す
め
て
い
る
。

④
野
場
松
ノ
本
地
区

　
　

秋
頃
に
新
工
場
建
設
予
定
。

⑤
桐
山
上
六
栗
地
区

　
�　

秋
頃
に
建
設
計
画
が
具
体

化
す
る
。

閉会中の各委員会活動状況

抗酸化イチゴの
　栽培に取り組む

２
月
４
日　

協
議
会
開
催

企
業
立
地
の
状
況

議
員
研
修
会

　

３
月
２
日
の
定
例
会
開
会
日

に
、
全
国
自
治
功
労
者
表
彰
と

町
長
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
大

須
賀
町
長
か
ら
敬
意
と
感
謝
の

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
議
員
在
職
15
年
以

上
の
功
績
に
よ
る
も
の
で
す
。

笹野康男議員
自治功労者表彰

荻谷小学校のイチゴ栽培

災害時の議会・議員の役割を学ぶ

地方創生　　
特別委員会

一
般
質
問

平
成
28
年
度
当
初
予
算

予
算
審
議

３
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

議
会
報
告
会

住
民
の
声
を
聞
く

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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一般質問　
その後

あの答弁は

どうなったの！追跡
「
も
の
づ
く
り
幸
田
」
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
町
内
企

業
の
製
品
を
情
報
発
信
し
、
筆

柿
・
イ
チ
ゴ
・
ナ
ス
・
畜
産
な

ど
、
農
産
物
の
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
で
産
業
活
性
化
を
。

　

平
成
23
年
度
以
降
、
町
外

か
ら
寄
附
は
な
く
、
逆
に
町

外
へ
は
１
０
６
人
い
る
。
早
急

に
ス
タ
ー
ト
し
た
い
。

　

空
き
家
が
増
え
て
い
る
。

防
犯
上
か
ら
も
維
持
管
理
・

処
分
な
ど
対
策
を
。
利
活
用
と

し
て
空
き
家
バ
ン
ク
創
設
を
。

　

空
き
家
の
実
態
を
調
査
し
、

住
民
に
窓
口
を
判
り
や
す
く

す
る
。

　

平
成
28
年
度
に
空
き
家
の

実
態
調
査
を
す
る
。
そ
の
後

所
有
者
に
管
理
を
う
な
が
し
て

い
く
。

　

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
林
業

被
害
が
急
増
し
て
い
る
。
鳥

獣
被
害
対
策
協
議
会
の
設
置
と

狩
猟
免
許
取
得
補
助
な
ど
対
策

を
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
寄
附
金

２
０
０
０
万
円
目
標
で
実
施
。

パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
者
は
９
事
業

者
30
品
目
で
、
返
礼
品
と
し
て

１
３
３
０
万
円
を
予
算
化
し
た
。

　

４
月
末
か
ら
、楽
天
Ｈ
Ｐ「
楽

天
ふ
る
さ
と
納
税
」
で
紹
介
す

る
。

　

平
成
23
年
か
ら
３
年
間
で

１
４
０
頭
を
捕
獲
・
駆
除
し

た
が
、
被
害
が
拡
大
し
広
域
的

な
取
り
組
み
が
必
要
。
国
の
補

助
制
度
を
活
用
し
た
い
。
狩
猟

免
許
取
得
補
助
な
ど
拡
充
の
方

向
で
検
討
。

�

　

平
成
27
年
度
、
国
の
補
助

で
進
入
防
止
柵
を
７
・
７
㎞

設
置
。
引
き
続
き
、
平
成
29
年

度
ま
で
実
施
す
る
。
狩
猟
免
許

補
助
金
は
６
人
が
申
請
、
補
助

し
た
。
サ
ル
の
被
害
も
で
て
お

り
、
対
策
を
し
て
い
く
。

平
成
27
年
６
月
定
例
会

酒
向　

 

弘
康 

議
員

平
成
27
年
６
月
定
例
会

水
野 

千
代
子 

議
員

平
成
27
年
９
月
定
例
会

鈴
木　

 

雅
史 

議
員

平
成
23
年
３
月
定
例
会

丸
山 

千
代
子 

議
員

平
成
26
年
９
月
定
例
会

浅
井　

 

武
光 

議
員

ふ
る
さ
と
納
税
で

産
業
活
性
を

空
き
家
対
策
と

空
き
家
バ
ン
ク
創
設
を

特
定
鳥
獣（
イ
ノ
シ
シ
）

対
策
を

問

問

問

答

答

答

その後

その後

その後

住民パワーで柵設置（里）

実態調査をする空き家

ふるさと寄附の返礼品

一
般
質
問

平
成
28
年
度
当
初
予
算

予
算
審
議

３
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

住
民
の
声
を
聞
く

追
跡

●平成28年4月27日 22幸田町



　

報
告
内
容
は
、
平
成
28
年
第

１
回
幸
田
町
議
会
定
例
会
を
中

心
に
、
常
任
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
議
案
、
平
成
28
年
度
当
初

予
算
関
係
と
各
特
別
委
員
会
か

ら
も
、
わ
か
り
や
す
く
報
告
。

　

そ
の
後
、
意
見
交
換
会
を
予

定
。

　

議
会
報
告
会
の
開
催
結
果
は

次
号
で
報
告
し
ま
す
。

　

２
月
８
日
、
各
常
任
委
員
長

な
ど
12
人
の
委
員
で
構
成
す
る

「
議
会
報
告
会
推
進
会
議
」
が

結
成
さ
れ
、
議
長
が
委
員
長
と

な
る
。

　

数
回
の
会
議
を
重
ね
、
開
催

日
時
・
会
場
・
報
告
内
容
、
周

知
は
各
戸
配
布
の
チ
ラ
シ
、
広

報
こ
う
た
、
町
Ｈ
Ｐ
で
お
こ
な

う
事
が
決
ま
る
。

開
か
れ
た
議
会
を
め
ざ
す

議会報告会推進会議

（全戸配布のチラシ）
一
般
質
問

平
成
28
年
度
当
初
予
算

予
算
審
議

３
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

住
民
の
声
を
聞
く

議
会
報
告
会

●平成28年4月27日23 幸田町



ネオホッケーの町に
使命感は、　　地元と母校への恩返し！

全国大会出場は、子どもの大きな自信に！
2015年第４回全国小学校ネオホッケーオープン大会

ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
と

ネ
オ
ホ
ッ
ケ
ー
と
は

協会のエンブレム

「
ネ
オ
ホ
ッ
ケ
ー
」

指
導
者
に
聴
く

坂
崎
ク
ラ
ブ

代
表
　
高
橋
秀
樹
さ
ん

ト
ヨ
サ
カ
ク
ラ
ブ

総
監
督
　
山
本
哲
寛
さ
ん

活
動
の
キ
ッ
カ
ケ

　
子
ど
も
会
の
役
員
と
な
り
、

練
習
に
参
加
し
た
の
が
キ
ッ
カ

ケ
で
、
い
ま
で
も
指
導
を
続
け

て
い
ま
す
。

活
動
の
よ
ろ
こ
び

　
ネ
オ
ホ
ッ
ケ
ー
を
通
し
て
、

楽
し
み
な
が
ら
「
忍
耐・努
力・

思
い
や
る
気
持
ち
」
を
育
て
、

子
ど
も
た
ち
の
着
実
な
成
長
を

目
の
当
た
り
に
で
き
る
こ
と
。

活
動
の
紹
介

　
小
学
生
55
人
、
一
般
35
人
、

小
学
生
は
、
第
１
・
３
土
曜
日

の
午
前
中
。
一
般
は
毎
週
水
曜

日
夜
、
坂
崎
小
学
校
体
育
館
で

汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

活
動
の
キ
ッ
カ
ケ

　
豊
坂
小
学
校
に
赴
任
し
て
、

子
ど
も
達
に
運
動
の
機
会
を
と

考
え
、
町
の
推
奨
す
る
ネ
オ
ホ

ッ
ケ
ー
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

活
動
の
よ
ろ
こ
び

　
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
し
、

技
術
と
心
の
成
長
を
感
じ
と
れ

る
こ
と
。
ま
た
、
平
成
16
年
に

全
国
優
勝
し
た
当
時
の
メ
ン
バ

ー
が
、
今
は
指
導
者
と
し
て
活

動
し
て
い
る
こ
と
。

活
動
の
紹
介

　
小
学
生
80
人
、
毎
週
土
曜
日

の
午
前
中
。
一
般
50
人
、
毎
週

日
曜
日
夕
方
か
ら
、
豊
坂
小
学

校
体
育
館
で
練
習
。

　
ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
は
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
と
ホ
ッ
ケ
ー
を
組
み

合
わ
せ
た
名
称
。
昭
和
50
年

代
か
ら
日
本
で
も
普
及
。
ア

イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
と
は
異
な
り

体
育
館
の
床
上
で
競
技
す
る
。

　
ネ
オ
ホ
ッ
ケ
ー
は
、
全
国

組
織
の
名
称
。
平
成
24
年
に

ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー
と
ユ
ニ
ホ
ッ

ク
が
統
合
さ
れ
、
ネ
オ
ホ
ッ

ケ
ー
と
な
っ
た
。

　
幸
田
町
の
ユ
ニ
ホ
ッ
ケ
ー

大
会
は
、
年
２
回
開
催
さ
れ

て
い
る
。
平
成
27
年
12
月
の

参
加
人
数
は
、
小
学
生
、
ジ

ュ
ニ
ア
、
シ
ニ
ア
合
計
で

７
３
０
人
。

　
町
内
に
は
、
上
の
２
ク
ラ

ブ
が
あ
り
、
毎
年
全
国
大
会

で
大
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
構
成
：
男
女
混
合
の

　
６
人
１
チ
ー
ム

試
合
時
間
：
10
分
ハ
ー
フ

競
技
場
所
：
体
育
館

競
技
道
具
：
ス
テ
ィ
ッ
ク
と

　
ボ
ー
ル
の
み
。

　
激
し
い
接
触
プ
レ
イ
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

全国
優勝

全国
第3位

（高学年の部）坂崎パワフル （高学年の部）トヨサカフェニックス

一
般
質
問

平
成
28
年
度
当
初
予
算

予
算
審
議

３
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

追
跡

住
民
の
声
を
聞
く
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住民の

もっと身近な議会に

を聞く
パート 14

声 幸田町を
使命感は、　　地元と母校への恩返し！

基本は「トラップ・ラン・パス・シュート！」

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
ア
ン
ケ
ー
ト 

結
果

小
学
生
に
聴
く　
　

指
導
者
に
聴
く

「議会だよりを見ていますか？」…「ときどき見ています」

指導…「向上心」を育む
↓

　　伸ばす→「ほめる」
　　　☆一生懸命やる子
　　直す→「しかる」
　　　★すぐあきらめる子

使命感 ①地元への還元
②運動の楽しさ人間育成

議会だより
の閲覧

①常に見る（1 人）
②ときどき見る（9 人）

同感想 ①地元や身近な情報記事
②町の課題や取組記事

行政に
望むこと

①総合体育館の設置を（6 人）
②子供向けスポーツ施設（2 人）

「夢はなに？」…「ずばり、世界大会出場！」
嬉しかった
こと

①全国大会に行けた　②試合で得点できたとき　③褒められたとき
④チームプレイ

辛かった
こと ①得点できないとき　②勝てないとき　③試合の緊張感　④練習

将来の夢 ①野球・卓球などスポーツ選手（7 人）②医者（2 人）③歴史研究家・
管制官など好きな職業（7 人）④フロアボールで世界大会出場（1 人）

取
材
協
力
に
対
し
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

坂崎クラブのメンバー

町主催のユニホッケー大会

トヨサカクラブの練習

全国大会成績（幸田町のチーム）

平成 27年度	優勝 坂崎ローリングス  一般
平成 26年度	優勝 トヨサカクラブ　4年生
平成 25年度	優勝 トヨサカクラブ　4年生
	 優勝 坂崎パワフル
平成 24年度	優勝 トヨサカクラブ　5年生
平成 23年度	優勝 トヨサカクラブ　6年生
	 優勝 トヨサカクラブ　3年生

一
般
質
問

平
成
28
年
度
当
初
予
算

予
算
審
議

３
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

議
会
報
告
会

住
民
の
声
を
聞
く

●平成28年4月27日25 幸田町



あい・らぶ・
マイタウン
あい・らぶ・
マイタウン
あい・らぶ・
マイタウン
あい・らぶ・
マイタウン

　
の
家
の
近
く
に
は
、
城
門

が
あ
り
ま
す
。
何
で
こ
ん

な
所
に
あ
る
の
だ
ろ
う
と
不
思

議
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

お
母
さ
ん
に
話
を
聞
く
と
、

こ
の
辺
り
は
、
歴
史
の
好
き
な

人
が
見
学
に
来
て
い
る
歴
史
的

な
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
ま
た
、
城
門
の
他
に

も
「
夏
目
吉
信
」
と
い
う
方
の

お
墓
も
近
く
に
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
何
も
気
に
し

な
い
で
生
活
し
て
い
た
け
れ
ど
、

　
く
た
ち
の
住
ん
で
い
る
幸

田
町
に
は
良
い
と
こ
ろ

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
自
然
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、

空
気
が
き
れ
い
で
す
。
食
べ
物

が
お
い
し
く
、
地
域
の
人
達
が

優
し
い
で
す
。
京
ヶ
峯
は
標
高

１
７
０
m
の
小
さ
な
山
で
す
が
、

散
歩
が
で
き
る
よ
う
に
道
路
が

整
備
さ
れ
て
い
て
、
登
る
と
町

の
景
色
が
と
て
も
き
れ
い
に
見

え
ま
す
。
他
に
も
里
山
広
場
が

幸
田
町
に
は
、
歴
史
的
な
ス
ポ

ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
と

思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
は
と

て
も
平
和
で
豊
か
な
生
活
で
す

が
、
昔
は
い
く
さ
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
今

の
生
活
に
変
わ
っ
て
き
た
の
か
、

歴
史
を
知
り
た
く
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
は
幸
田
の
人
だ
け

で
な
く
、
町
外
の
人
に
も
、
幸

田
の
よ
さ
や
歴
史
を
伝
え
て
い

き
た
い
で
す
。

あ
り
ま
す
。
坂
崎
小
学
校
の
５
・

６
年
生
が
地
域
の
人
達
と
協
力

し
て
広
場
の
周
り
を
き
れ
い
に

す
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
秋
に
は
地
域
の

皆
さ
ん
が
育
て
た
き

の
こ
を
使
っ
て
「
き

の
こ
を
食
す
会
」
を

開
い
て
く
れ
ま
す
。

み
ん
な
が
笑
顔
に
な

れ
る
素
晴
ら
し
い
会

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

坂
崎
小
学
校
６
年

林は
や
し

　
愛あ

い

翔と 

く
ん

豊
坂
小
学
校
６
年

小こ

辻つ
じ

美み

奈な

子こ 

さ
ん

ふ
る
さ
と
に
も
あ
っ
た
歴
史

笑
顔
あ
ふ
れ
る
私
た
ち
の
幸
田
町

発
行

／
愛

知
県

額
田

郡
幸

田
町

議
会

　
　
編
集

／
議

会
広

報
特

別
委

員
会

住
所

／
〒

444-0192 愛
知

県
額

田
郡

幸
田

町
大

字
菱

池
字

元
林

1番
地

1  TEL（
0564）63-5151　

FAX（
0564）63-6970

幸
田
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
http://w

w
w.tow

n.kota.lg.jp/　
　

Eメ
ー

ル
　

gikai@
tow

n.kota.lg.jp
2016.4.27

N
o

.160

この広報紙は地球にやさしい
再生紙を使用しています。

絵：牧野次男さん（芦谷）
　

３
・
11
東
日
本
大
震
災
か
ら

５
年
。
毎
年
、
こ
の
日
は
議
会

開
催
中
。
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方

の
ご
冥
福
を
祈
り
「
黙
祷
」
を

捧
げ
、
早
い
復
興
を
願
う
。

　

新
緑
の
４
月
、
多
く
の
皆
さ

ん
が
希
望
に
満
ち
て
新
た
に
ス

タ
ー
ト
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ノ
ー
ベ
ル
賞
の
大
村
智
教
授

は
、
粘
り
強
く
あ
き
ら
め
ず
研

究
を
す
す
め
、
河
川
盲
目
症
の

治
療
薬
を
開
発
し
ま
し
た
。

　

会
見
の
こ
と
ば
に
「
失
敗
し

て
も
い
い
か
ら
や
っ
て
み
よ
う

と
い
う
気
持
ち
を
絶
え
ず
お
こ

さ
な
き
ゃ
な
ら
な
い
。
成
功
し

た
人
は
、
人
よ
り
も
倍
も
３
倍

も
失
敗
し
て
い
る
。
だ
か
ら
１
、

２
回
失
敗
し
て
も
、
ど
う
っ
て

こ
と
な
い
よ
と
言
い
た
い
。
高

い
志
を
持
ち
、
一
生
懸
命
や
れ

ば
幸
運
が
転
が
り
込
ん
で
く

る
」
と
。

　

今
後
も
、
議
会
だ
よ
り
が
読

み
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い
紙

面
づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。　
　
　
　
（
鈴
木
重
一
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長	

酒
向
　
弘
康

副
委
員
長	

大
嶽
　
　
弘

委
　
　
員	

水
野
千
代
子

　
　
〃	

丸
山
千
代
子

　
　
〃	

鈴
木
　
重
一

　
　
〃	

稲
吉
　
照
夫

　
　
〃	

伊
與
田
伸
吾

　
　
〃	

足
立
　
初
雄

発
行
責
任
者

議
　
　
長	

浅
井
　
武
光

編
集
後
記

あなたも議会を
傍聴してみませんか

●会期の日程
	 ６月　１日（水）開会、議案の説明
　		 　３日（金）一般質問
　		 　６日（月）一般質問
　		 　８日（水）議案の質疑
　		 　９日（木）議案の質疑
　		 　13日（月）福祉産業建設委員会
　		 　14日（火）総務教育委員会
　		 　16日（木）議会運営委員会
　		 　20日（月）討論、採決、閉会

●場　所　役場5階 議場
●時　間　午前9時から
●詳しくは議会事務局へ
　TEL 63―5151（直通）

6 月定例会の予定です。

こ
う
し
た
良
い
と
こ
ろ
を
守
り

続
け
て
い
け
ば
、
も
っ
と
笑
顔

の
多
い
幸
せ
の
町
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

私ぼ

あ
な
た
と
議
会
を
結
ぶ

幸
田
町

荻谷第２児童クラブの花見（幸田中央公園）

一
般
質
問

平
成
28
年
度
当
初
予
算

予
算
審
議

３
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

追
跡

住
民
の
声
を
聞
く
あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

●平成28年4月27日 26幸田町


